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続
い
て
議
事
に
先
立
ち
司
会

の
堀
越
理
事
よ
り
本
総
会
成
立

の
定
足
数
の
報
告
が
行
わ
れ
、

次
に
議
長
の
選
出
に
移
り
、
一

任
さ
れ
た
司
会
者
の
発
議
に
よ

り
、
新
宿
・
杉
並
支
部
長
の
矢

部
雅
彦
氏
を
議
長
に
選
任
、
令

和
５
年
度
事
業
報
告
、
令
和
５

年
度
収
支
決
算
報
告
及
び
余
剰

金
処
分
案
、
令
和
６
年
度
事
業

計
画
案
、
同
収
支
予
算
案
等
次

の
12
議
案
が
審
議
さ
れ
全
て
の

議
案
が
承
認
可
決
さ
れ
た
。

【
議　

案
】

第 

１
号
議
案　

令
和
５
年
度
事

業
報
告

第 

２
号
議
案　

令
和
５
年
度
収

支
決
算
報
告
並
び
に
剰
余
金
処

分
（
案
）

第 

３
号
議
案　

令
和
６
年
度
事

業
計
画
（
案
）  

第 

４
号
議
案　

令
和
６
年
度
収

支
予
算
（
案
） 

第 

５
号
議
案　

出
資
引
受
標
準

口
数
（
案
） 

第 

６
号
議
案　

借
入
金
の
最
高

限
度
額
（
案
）

第 

７
号
議
案　

手
数
料
最
高
限

度
額
決
定
（
案
）

第 

８
号
議
案　

経
費
（
組
合

費
）
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
の

件
（
案
）

第 

９
号
議
案　

役
員
報
酬
決
定

（
案
）

第
10
号
議
案　

労
働
保
険
事
務

組
合
令
和
５
年
度
収
支
決
算
報

告第
11
号
議
案　

総
会
の
決
議
文

中
監
督
官
庁
の
指
示
に
よ
る
字

句
の
修
正
を
理
事
長
に
一
任
す

る
（
案
）
審
議

第
12
号
議
案　

そ
の
他
議
案
に

つ
い
て

【
総
会
懇
親
会
】

　

総
会
終
了
後
、
来
賓
、
近
隣

の
友
誼
団
体
、
メ
ー
カ
ー
商
社

の
皆
さ
ん
を
招
い
て
の
総
会
懇

親
会
を
開
催
し
た
。
戸
村
副
理

　

東
タ
協
の
令
和
６
年
度
第

66
回
通
常
総
会
は
、
５
月
22

日
（
水
）、
Ｊ
Ｒ
総
武
線
市
ヶ

谷
駅
か
ら
ほ
ど
近
い
、
千
代
田

区
九
段
北
の
「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

市
ヶ
谷
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
。
堀
越
総
務
・
経
理
部
長
の

進
行
の
も
と
、
戸
村
直
樹
副
理

事
長
が
開
会
を
宣
し
、
上
島
康

秀
理
事
長
が
次
の
よ
う
に
挨
拶

し
た
。

【
理
事
長
挨
拶
概
要
】

「
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
本
日

は
お
忙
し
い
中
ご
出
席
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
こ
数
年
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
対
面
で
の
総
会
が
開
催
で
き

な
い
で
い
ま
し
た
が
、
昨
年
か

ら
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

現
役
員
体
制
に
な
っ
て
１
年
が

経
過
し
た
わ
け
で
す
が
組
合
の

内
情
に
つ
い
て
、
よ
う
や
く
良

く
も
悪
く
も
色
々
な
こ
と
が
見

え
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
の
で
、

本
総
会
で
闊
達
な
意
見
を
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
総
会

で
の
理
事
長
挨
拶
と
い
う
こ
と

で
す
の
で
、
１
点
皆
さ
ん
に
お

願
い
が
あ
り
ま
す
、
そ
れ
は
単

価
を
下
げ
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
元
請
け
等
か
ら
色
々
な
形

で
単
価
の
協
力
要
請
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
き
っ
ぱ
り
と
断

り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
金
額
で
は

受
け
ら
れ
な
い
と
、
し
っ
か
り

と
伝
え
適
正
な
単
価
を
確
保
し

ま
し
ょ
う
。
今
日
は
こ
の
こ
と

を
お
話
し
し
た
か
っ
た
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

事
長
の
司
会
で
始
ま
り
、
上
島

理
事
長
が
挨
拶
し
た
。

　

挨
拶
の
中
で
上
島
理
事
長

は
、
総
会
挨
拶
で
も
ふ
れ
た
単

価
に
つ
い
て
、「
単
価
を
上
げ

る
議
論
を
ぜ
ひ
し
た
い
」
安
値

受
注
は
絶
対
に
撲
滅
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
強

調
し
、
出
席
者
に
適
正
単
価
で

の
受
注
と
、
請
負
単
価
を
上
げ

て
い
く
努
力
を
業
界
と
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

訴
え
た
。
そ
し
て
最
後
に
「
単

価
は
絶
対
に
下
げ
て
は
だ
め
で

す
！
」
と
強
調
し
締
め
く
く
っ

た
。

　

次
い
で
来
賓
の
日
タ
煉
大
野

会
長
の
祝
辞
が
あ
り
、
メ
ー

カ
ー
・
商
社
を
代
表
し
て
㈱
Ｌ

Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
営
業
本
部
タ
イ
ル

チ
ャ
ネ
ル
営
業
部
の
稲
嶌
氏

が
、「
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
の
稲
嶌
で

す
。
こ
の
４
月
に
東
京
に
赴
任

し
て
き
ま
し
た
。
皆
様
と
は
本

日
ほ
ぼ
初
め
て
お
会
い
さ
せ
て

い
た
だ
く
か
た
ち
に
な
り
ま
す

が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
日
、
貴
組
合
の
総

会
が
滞
り
な
く
終
了
さ
れ
ま
し

た
こ
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
私
は
、
ま
だ
ま
だ
東

京
地
区
の
市
場
に
つ
い
て
は
勉

強
不
足
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す

の
で
、
こ
れ
か
ら
皆
様
と
色
々

と
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
ま
た
ご
相
談
さ
せ
て
い

た
だ
き
な
が
ら
活
動
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

我
々
を
取
り
巻
く
環
境
は
大

変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
と
い
う

こ
と
は
、
皆
様
も
ご
承
知
の
通

り
で
す
。
我
々
メ
ー
カ
ー
と
し

て
は
、
従
来
か
ら
い
わ
れ
て
い

る
『
需
要
創
造
』、
我
々
メ
ー

カ
ー
と
し
て
の
使
命
で
も
あ
り

ま
す
の
で
、
こ
こ
を
し
っ
か
り

と
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
一
昨
年
、
タ

イ
ル
名
称
統
一
１
０
０
周
年
で

し
た
、
今
次
の
１
０
０
年
に
向

か
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
１
０
０
年
、

皆
様
と
一
緒
に
色
々
な
実
績
、

経
験
、
知
恵
を
積
み
上
げ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
進
化
さ
せ

て
い
っ
て
、
こ
の
業
界
を
こ
こ

に
お
ら
れ
る
皆
様
と
一
緒
に
盛

り
上
げ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。」
と
挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
加
藤
豊
島
支
部
長
の

乾
杯
の
発
声
で
宴
の
幕
が
上
が

り
親
睦
と
歓
談
の
輪
が
広
が
っ

た
。
友
誼
団
体
の
皆
様
、
メ
ー

カ
ー
商
社
の
皆
様
と
の
歓
談
も

は
ず
み
、
未
来
志
向
で
の
発
展

を
予
感
し
な
が
ら
盛
会
と
な

り
、
伊
藤　

徹
副
理
事
長
の
三

本
締
め
で
お
開
き
と
な
り
、
全

て
の
総
会
日
程
を
終
了
し
た
。

安
値
受
注
の
根
絶
、

　
適
正
単
価
の
確
保
を
！

　

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

　

令
和
６
年
度
第
66
回
通
常
総
会
を
開
催

総会の模様

正副理事長

日タ煉・大野会長LIXIL・稲嶌氏司会・戸村副理事長

締め・伊藤副理事長
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５
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
東

タ
協
の
通
常
総
会
も
無
事
終
わ

り
ま
し
て
、
こ
れ
か
ら
梅
雨
の

時
期
を
迎
え
や
が
て
暑
い
夏
が

や
っ
て
き
ま
す
。

　

今
年
の
夏
は
、
去
年
よ
り
も

さ
ら
に
暑
く
な
る
そ
う
で
す
の

で
、
現
場
作
業
に
従
事
す
る
職

人
の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
私
た
ち
も
「
熱
中
症
」
に
十

分
注
意
し
て
、
水
分
補
給
と
休

息
、
予
防
対
策
を
と
り
ま
し
ょ

う
。
コ
ロ
ナ
に
よ
る
行
動
制
限

は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
変
な

ウ
ィ
ル
ス
も
流
行
し
て
い
る
よ

う
で
す
か
ら
、
マ
ス
ク
を
時
と

場
所
に
応
じ
て
活
用
し
感
染
予

防
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
大

切
か
と
思
い
ま
す
。

ま
ぁ
、
他
に
も
工
賃
、
貼
り
手

間
や
人
手
不
足
と
い
っ
た
問
題

（
＝
課
題
）
は
確
か
に
あ
り
ま

す
が
、
ま
ず
は
「
健
康
・
安
全

第
一
」
と
い
う
こ
と
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

組
合
員
皆
様
の
ご
健
康
を
お

祈
り
し
ま
す
。（

松
本
洋
一
・
記
）

　

５
月
31
日
（
金
）
西
巣
鴨｢

成
光
園｣

に
て
、
支
部
会
を
開

催
致
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
10

名
。

　

今
回
の
議
題
は
支
部
旅
行
の

日
程
を
決
め
ま
し
た
。
10
月
18

日
か
ら
20
日
に
大
阪
に
行
き
ま

す
。
行
程
は
こ
れ
か
ら
で
す
が
、

平
田
タ
イ
ル
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
見

学
や
イ
タ
リ
ア
の
モ
ザ
イ
ク
タ

イ
ル
が
使
わ
れ
て
い
る
太
陽
の

塔
見
学
等
、
タ
イ
ル
に
ま
つ
わ

る
場
所
を
見
学
に
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

他
の
支
部
さ
ん
か
ら
の
参
加

も
歓
迎
致
し
ま
す
の
で
、
参
加

を
し
た
い
組
合
員
の
方
は
加
藤

支
部
長
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

（
堀
越
孝
志
・
記
）

●
豊
島
支
部

　

令
和
６
年
５
月
豊
島
支
部
会
報
告

　

令
和
５
年
の
東
京
労
働
局
管

内
の
熱
中
症
に
よ
る
休
業 

４

日
以
上
の
労
働
災
害
は
１
０
９

件
発
生
し
、
う
ち
５
件
が
死
亡

災
害
と
な
っ
て
い
ま
す
（
数
値

は
令
和
６
年
１
月
末
日
現
在
）。

　

厚
生
労
働
省
発
表
の
統
計

（
速
報
値
）
に
よ
る
と
、
令

和
５
年
の
死
亡
を
含
む
休
業

４
日
以
上
の
死
傷
者
数
は
１
，

０
４
５
人
、
う
ち
死
亡
者
数
は

28
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
業
種

別
に
み
る
と
、
死
傷
者
数
に
つ

い
て
は
、
全
体
の
約
４
割
が
建

設
業
と
製
造
業
で
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
死
亡
者
数
は
、
建
設

業
が
最
も
多
く
、
製
造
業
、
警

備
業
及
び
農
業
が
同
数
で
続
き

ま
す
、
多
く
の
事
例
で
暑
さ
指

数
（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
）
を
把
握
せ
ず
、

熱
中
症
予
防
の
た
め
の
労
働
衛

生
教
育
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

ま
た
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
症

な
ど
熱
中
症
の
発
症
に
影
響
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
疾
病
や

所
見
を
有
し
て
い
る
事
例
も
見

ら
れ
、
そ
の
多
く
は
医
師
等
の

意
見
を
踏
ま
え
た
配
慮
が
な
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

２
０
２
３
年
の
熱
中
症
の
発

生
状
況
を
み
る
と
、
死
傷
者
の

ほ
と
ん
ど
が
５
月
か
ら
９
月
に

発
生
し
、
月
別
発
生
割
合
を
み

る
と
７
月
、
８
月
の
発
生
が
高

か
っ
た
。
死
傷
者
数
の
発
生
時

間
帯
と
し
て
は
15
時
台
が
最
も

多
く
、
次
い
で
11
時
台
で
も
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
屋
内
作
業
で
の
熱
中

症
発
症
も
あ
り
、
必
ず
し
も
屋

外
作
業
で
の
み
発
症
し
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
年
代

別
に
み
る
と
、
こ
こ
数
年
は
全

体
の
５
割
近
く
が
50
歳
以
上
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
す
べ
て
の
職
場

に
お
い
て
、「
職
場
に
お
け
る

熱
中 

症
予
防
基
本
対
策
要
綱
」

に
基
づ
く
基
本
的 

な
熱
中
症

予
防
対
策
を
講
ず
る
よ
う
広
く

呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
事
業

者
が 

Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ 

値
を
把
握
し

て
そ
れ
に
応
じ
た
適
切
な
対
策

を
講
じ
、
初
期
症
状
の
把
握
と

緊
急
時
の
対
応
体 

制
の
整
備

を
図
る
な
ど
、
重
点
的
な
対
策

の
徹
底
を
図
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

　

２
０
２
４
年
の
夏
、
梅
雨
明

け
を
前
に
早
く
も
熱
中
症
ア

ラ
ー
ト
が
全
国
各
地
に
発
令
さ

れ
、
40
度
を
記
録
し
た
地
域
も

出
て
い
ま
す
。
近
年
、
気
候
変

動
で
猛
暑
が
続
き
、
熱
中
症
に

よ
る
労
働
災
害
は
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

熱
中
症
に
対
し
て
は
、
正
し

い
知
識
と
適
切
な
予
防
対
策
や

応
急
処
置
が
必
要
で
す
。

　

今
年
の
夏
も
猛
暑
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
を

抑
え
、
熱
中
症
の
予
防
対
策
を

徹
底
し
、
今
年
の
夏
も
元
気
に

乗
り
切
っ
て
下
さ
い
。

（
事
業
・
広
報
部
）

豊島支部　支部会 ス
ト
ッ
プ

熱
中
症

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

　
理
事
長
　
上
島
　
康
秀

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

　
副
理
事
長
　
伊
藤
　
　
徹

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

　
副
理
事
長
　
戸
村
　
直
樹

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

　
監
　
　
事
　
葭
原
　
隆
雄

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

総
務
・
経
理
部
長
　
堀
越
　
孝
志

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

厚
生
・
組
織
部
長
　
山
下
大
樹
郎

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

厚
生
・
組
織
副
部
長
　
突
川
　
雄
太

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

資
材
・
技
術
部
長
　
澄
川
　
孝
美

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

資
材
・
技
術
副
部
長
　
和
田
　
基
嗣

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

事
業
・
広
報
部
長
　
狩
野
　
明
彦

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

事
業
・
広
報
副
部
長
　
土
屋
　
　
浩

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

事
業
・
広
報
部
　
松
本
　
洋
一

令和６年度第２回登録タイル張り基幹技能者講習
申請受付を開始

登録タイル張り基幹技能者講習
令和６年度第２回講習会（東京）開催案内

１．講習会開催日　令和６年１０月１９日（土）～２０日（日）	[２日間 ]

２．会　　場　全国左官タイル塗装業国民健康保険組合「こくほ
２１」２階会議室

	 	新宿区市谷田町2－29
	 JR 総武線・都営新宿線市ヶ谷駅下車徒歩１０分
	 東京メトロ有楽町線・南北線市ヶ谷駅下車５番出口徒歩１分
３．受講申請期間　令和６年 7 月１日（月）～９月９日（月）[ 到着分まで ]
	 ※定員になりしだい締め切ります。
４．募集定員　３０名

講習会に関する詳細は下記お問い合わせください。
【お問合せ先・受講申込先】
登録タイル張り基幹技能者講習事務局
（一社）日本タイル煉瓦工事工業会

　TEL 03-3260-9023 ／ FAX 03-3260-9024
　担当　増田

●
品
川
・
太
田
支
部

　

ま
た
猛
暑
の
夏
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　
「
健
康
安
全
第
一
で
！
」

　

今
年
も
神
奈
川
県
タ
イ
ル
煉

瓦
協
会
（
大
野
繁
幸
理
事
長
）

主
催
の
令
和
６
年
度
「
第
１
回

技
能
向
上
講
習
会
」
に
参
加
し

て
き
ま
し
た
。
令
和
６
年
４
月

21
日
（
日
）、
神
奈
川
県
産
業

技
術
短
期
大
学
校
西
キ
ャ
ン
パ

ス
に
て
行
い
ま
し
た
。
参
加
者

は
神
タ
煉
３
名
・
東
タ
協
３
名
・

東
タ
築
炉
１
名
の
７
名
が
講
習

い
た
し
ま
し
た
。

　

な
に
せ
ブ
ロ
ッ
ク
を
積
ん
で

団
子
張
り
を
行
う
と
う
い
作
業

を
普
段
か
ら
行
っ
た
こ
と
の
な

い
職
人
さ
ん
で
す
の
で
最
初
か

ら
戸
惑
い
を
隠
せ
な
い
表
情
が

見
て
取
れ
ま
し
た
。
今
回
も
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
講
師
の

先
生
方
に
は
本
当
に
頭
が
下
が

り
ま
す
、
な
か
な
か
出
来
る
事

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
東
タ
築
の
森
井
理
事

長
も
見
学
に
み
え
た
の
で
３
団

体
の
意
見
交
換
や
開
催
に
つ
い

て
の
苦
労
話
も
聞
け
ま
し
た
。

一
団
体
で
開
催
す
る
事
の
良
い

不
具
合
や
悪
い
不
具
合
が
垣
間

見
え
て
非
常
に
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

　

今
後
は
こ
の
よ
う
な
団
体
間

の
壁
を
取
り
除
い
た
協
力
が
出

来
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

技
能
講
習
だ
け
で
な
く
、
各
種

安
全
講
習
会
や
資
格
取
得
に
つ

い
て
も
同
様
に
行
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
皆
様
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

コ
ラ
ム

神
タ
煉
の
技
能
向
上
講
習
会
に

　
　
　
　
今
年
も
参
加
し
ま
し
た

	
	

	
	

共
立
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イ
ル
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秀
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〒130-0026
東京都墨田区両国4-2-7
ラウンドビル602

TEL 03-6284-0705
FAX 03-6284-0706

　 東 京 タ イ ル 築 炉 業　
　 協　 同　 組　 合　 内　

　
東京都タイル煉瓦
工事業組合連合会

　

令
和
６
年
７
月
４
日
（
木
）

に
、
Ｊ
Ｒ
総
武
線
市
ヶ
谷
駅

か
ら
ほ
ど
近
い
、
千
代
田
区
九

段
北
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

（
＝
私
学
会
館
）
に
お
い
て
、

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
業
組

合
連
合
会
（
＝
東
タ
連
）
の
第

48
回
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
、

連
合
会
を
構
成
す
る
東
京
都
タ

イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

（
東
タ
協
）
、
東
京
タ
イ
ル
築

炉
業
協
同
組
合
（
東
タ
築
）
、

並
び
に
武
蔵
野
タ
イ
ル
工
事
組

合
（
武
蔵
野
）
の
３
団
体
か
ら

役
員
並
び
に
関
係
者
が
参
集
し

た
。

　

東
タ
協
・
葭
原
隆
雄
監
事
の

司
会
進
行
に
よ
り
、
東
タ
連
副

会
長
の
東
タ
築
・
森
井
政
明
理

事
長
の
開
会
の
辞
に
て
総
会
の

開
催
を
高
ら
か
に
宣
言
、
そ
れ

に
続
き
東
タ
連
会
長
の
武
蔵
野

タ
イ
ル
組
合
島
村
徳
之
組
合
長

が
「
東
タ
連
会
長
職
も
２
年
目

に
入
り
、
今
後
出
来
る
だ
け
皆

さ
ん
と
一
緒
に
力
を
尽
く
し
て

頑
張
り
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　

次
に
、
総
会
の
議
長
選
出
に

移
り
、
一
任
さ
れ
た
司
会
者
の

発
議
に
よ
り
東
タ
協
・
堀
越
孝

志
理
事
が
議
長
に
選
任
さ
れ
、

次
の
議
案
審
議
が
進
め
ら
れ

た
。

第
１
号
議
案　

令
和
５
年
度
事

業
報
告

（
１
）
技
能
検
定
運
営
委
員

会
・
島
村
新
氏
（
武
蔵
野
）

（
２
）
総
務
委
員
会
・
葭
原
隆

雄
氏
（
東
タ
協
）

（
３
）
広
報
委
員
会
・
伊
藤
徹

氏
（
東
タ
協
）

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
業
組
合
連
合
会

　
　

令
和
６
年 
第
48
回

　
　

定
期
総
会
・
懇
親
会
を
開
催

　

東
京
タ
イ
ル
築
炉
業
協
同
組

合
は
、
５
月
18
日
（
土
）
同
協

同
組
合
の
会
議
室
に
お
い
て
第

20
回
（
通
期
第
77
回
）
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
森
井
政
明
理
事
長

が
突
然
の
体
調
不
良
に
よ
り
、

急
遽 

副
理
事
長
の
山
﨑
秀
一

氏
が
代
役
と
な
り
、
議
長
を
務

め
進
行
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
5

年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
報

告
、
令
和
6
年
度
事
業
計
画
・

収
支
予
算
案
、
令
和
5
年
度
労

働
保
険
事
務
組
合
事
業
報
告
・

共
済
会
収
支
報
告
な
ど
、
全
11

議
案
が
ス
ム
ー
ズ
に
審
議
さ

れ
、
無
事
全
て
の
議
案
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
お
越
し
い
た

だ
い
た
日
タ
煉
・
大
野
繁
幸
会

長
よ
り
日
タ
煉
会
長
表
彰
の
表

彰
状
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

【
総
会
懇
親
会
】

総
会
終
了
後
、
場
所
を
両
国
の

料
亭
「
ふ
じ
芳
」
に
移
し
、
日

タ
煉
の
大
野
繁
幸
会
長
、
増
田

事
務
局
長
そ
し
て
東
京
の
２
団

体
の
長
で
あ
る
上
島
康
秀
理
事

長
（
東
タ
協
）、
島
村
徳
之
組

合
長
（
武
蔵
野
タ
イ
ル
工
事
組

合
）
を
お
招
き
し
、
賑
や
か
に

（
４
）　

組
織
委
員
会
・
佐
瀬

浩
司
氏
（
東
タ
築
）

（
５
）　

業
務
一
般
報
告
・
梅

本
行
伸
氏
（
東
タ
築
）

第
２
号
議
案　

令
和
５
年
度
会

計
決
算
報
告
（
本
会
計
、
技
能

検
定
関
係
）
・
事
務
局

第
３
号
議
案　

令
和
６
年
度
事

業
計
画
案
・
戸
村
直
樹
氏
（
東

タ
協
）

第
４
号
議
案　

令
和
６
年
度
予

算
案
・
相
田
誠
氏
（
東
タ
協
）

第
５
号
議
案　

総
会
宣
言
・
佐

瀬
浩
司
氏
（
東
タ
築
）

　

議
案
審
議
で
は
第
１
号
議
案

か
ら
第
４
号
議
案
に
つ
い
て

担
当
者
よ
り
報
告
・
提
案
が
行

わ
れ
、
報
告
・
提
案
の
通
り
承

認
可
決
さ
れ
た
。
ま
た
、
第
５

号
議
案
で
は
総
会
宣
言
を
東
タ

築
・
佐
瀬
浩
司
氏
が
読
み
上

げ
、
採
択
さ
れ
た
。

　

議
案
審
議
終
了
後
議
場
よ

り
、
昨
年
度
の
技
能
検
定
試
験

に
お
い
て
受
検
生
の
欠
席
が
多

か
っ
た
事
か
ら
、
受
検
率
を
増

加
さ
れ
る
改
善
策
に
つ
い
て
質

問
が
あ
り
、
今
後
の
検
討
課
題

懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

柴
髙
治
理
事
の
司
会
に
よ
り
、

山
﨑
秀
一
副
理
事
長
の
開
宴
挨

拶
で
ス
タ
ー
ト
し
、
続
い
て
日

東タ協・上島理事長

と
な
っ
た
。

　

以
上
総
会
は
東
タ
煉
副
会
長

の
東
タ
協
、
上
島
康
秀
理
事
長

の
閉
会
の
辞
を
も
っ
て
滞
り
な

く
終
了
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
会
場
を
移

し
、
メ
ー
カ
ー
、
商
社
か
ら
大

勢
の
参
加
者
を
迎
え
て
、
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

懇
親
会
は
、
副
会
長
の
東
タ

協
・
上
島
理
事
長
の
開
会
の
辞

で
始
ま
り
、
会
長
の
武
蔵
野
・

島
村
徳
之
組
合
長
の
挨
拶
が
あ

り
、
来
賓
を
代
表
し
て
㈱
梅
村

タ
イ
ル
の
梅
村
卓
也
様
よ
り
祝

辞
を
い
た
だ
い
た
。
続
い
て
副

会
長
の
東
タ
築
・
森
井
政
明
理

事
長
の
乾
杯
の
音
頭
と
な
り
、

賑
や
か
に
宴
の
幕
が
上
が
り
、

懇
談
の
輪
が
広
が
っ
た
。

　

そ
の
後
、
来
賓
紹
介
が
あ

り
、
今
年
度
よ
り
新
た
に
首
席

技
能
検
定
委
員
と
な
っ
た
相
田

誠
氏
（
東
タ
協
）
と
技
能
検
定

運
営
委
員
長
と
な
っ
た
島
村
新

氏
（
武
蔵
野
）
の
挨
拶
が
あ

り
、
盛
況
の
う
ち
に
懇
親
会
を

終
了
し
た
。

東
京
タ
イ
ル
築
炉
業
協
同
組
合

　
　

第
20
回
（
通
期
第
77
回
）

　
　

総
会
・
懇
親
会
を
開
催

　

建
設
業
に
お
け
る
労
働
災
害

の
撲
滅
を
祈
願
す
る
「
安
全
祈

願
際
」
が
、
７
月
１
日
（
月
）

10
時
か
ら
東
京
都
渋
谷
区
代
々

木
の
明
治
神
宮
神
楽
殿
で
行
わ

れ
た
。
主
催
は
建
設
業
労
働
災

害
防
止
協
会
。

　

毎
年
７
月
の
全
国
安
全
週
間

の
実
施
に
伴
い
開
催
さ
れ
て
き

た
安
全
祈
願
祭
は
、
令
和
２
年

度
以
降
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
参
加

人
数
を
大
幅
に
制
限
し
行
わ
れ

て
き
た
が
、
昨
年
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
５
類
に
移
行
し
た

こ
と
も
あ
り
、
昨
年
か
ら
コ
ロ

ナ
禍
以
前
の
形
で
挙
行
さ
れ
て

い
る
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨

模
様
の
天
気
で
し
た
が
、
日
タ

煉
の
“
安
全
旗
”
と
と
も
に
大

野
会
長
は
じ
め
厚
生
・
安
全
委

員
会
の
面
々
そ
し
て
近
隣
の
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
の
会
員
団
体
の
役

員
等
が
参
加
し
た
。
東
タ
協
か

ら
上
島
理
事
長
、
伊
藤
副
理
事

長
、
戸
村
副
理
事
長
、
葭
原
監

事
が
参
加
、
労
働
災
害
の
撲
滅

と
安
全
を
祈
願
し
た
。

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会

令
和
６
年
度
の
安
全
祈
願
祭
挙
行

　

東
タ
協
の
上
島
理
事
長
、

　

伊
藤
、
戸
村
両
副
理
事
長
、

　

葭
原
監
事
が
参
加

タ
煉
・
大
野
繁
幸
会
長
、
東
タ

協
・
上
島
康
秀
理
事
長
、
並
び

に
武
蔵
野
・
島
村
徳
之
組
合
長

に
ご
来
賓
挨
拶
を
頂
戴
し
、
仁

科
明
副
理
事
長
の
乾
杯
で
懇
親

会
の
幕
が
上
が
り
ま
し
た
。
料

亭
自
慢
の
「
う
ず
ら
鍋
」
に
舌

鼓
を
う
ち
、
懇
談
が
は
ず
み
、

交
流
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

最
後
は
、
梅
本
副
理
事
長
の
閉

会
の
挨
拶
で
幕
が
閉
じ
ら
れ
ま

し
た
。

山﨑副理事長日タ煉大野会長と梅本氏

武蔵野・島村組合長 東タ築・森井理事長

懇親会の様子

総会の様子

懇親会の様子


